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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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地域の歴史

木曽川を治め利用した水とのあゆみ

濃
尾
平
野
の
北
部
、
清
流
木
曽
川
の
南
岸
に
位
置
す

る
江
南
市
は
、
御
囲
堤
や
猿
尾
な
ど
治
水
施
設
の
効
果

に
よ
り
、
木
曽
川
の
恵
み
を
受
け
た
肥
沃
な
扇
状
地

で
、
そ
の
利
点
を
活
か
し
た
農
業
や
養
蚕
な
ど
が
発
達

し
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
宮
田
・
草
井
地
区
は
、
木
曽
川
の
川
筋
に

立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
車
業
や
川
舟
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
南
市
で
は
古
く
か
ら
木
曽
川
と
と

も
に
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

一
．
木
曽
川
と
草
井
の
猿
尾

江
南
市
の
北
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、
現
在
一
本
の
大

河
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
平
野
に
出
る
と
一

之
枝
、
二
之
枝
、
三
之
枝
を
分
流
し
て
、
自
由
に
乱
流

し
て
流
れ
る
暴
れ
川
で
し
た
。
し
か
も
度
々
起
こ
っ
た

洪
水
の
度
に
流
路
を
変
え
た
と
い
い
ま
す
。
特
に
天て

ん

正
し
ょ
う

十
四
（
一
五
八
六
）
年
の
大
洪
水
で
は
、
そ
れ
ま
で
と

大
き
く
流
れ
を
変
え
ま
し
た
。

そ
の
流
れ
が
、
現
在
の
流
路
（
本
川
）
と
な
っ
て
お

り
、
流
路
変
遷
の
名
残
り
を
三
派
川
地
区
（
北
派
川
、

本
川
、
南
派
川
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

江
戸
幕
府
を
築
い
た
徳
川
家
康
は
名
古
屋
城
を
建
築

後
、
領
地
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
、
木
曽
川
が
濃
尾

平
野
に
出
る
犬
山
付
近
か
ら
河
口
部
の
弥
富
ま
で
の
左

岸
四
十
八
㎞
に
わ
た
っ
て
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
御
囲
堤
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
御
囲
堤
は
、
尾
張
国

の
す
べ
て
の
地
域
を
水
害
か
ら
守
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

江
南
市
の
草
井
、
鹿か

の

子こ

島じ
ま

、
宮
田
な
ど
の
村
々
は
御

囲
堤
の
外
側
、
つ
ま
り
堤
外
地
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
取
り
残
さ
れ
た
村
々
で
は
、
身

を
守
る
た
め
に
御
囲
堤
か
ら
川
へ
向
か
っ
て
突
き
出
す

よ
う
に
さ
ら
な
る
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
猿

尾
」
と
呼
び
ま
す
。

猿
尾
は
今
で
言
う
水
制
の
こ
と
で
、
当
時
は
竹
で
編

ん
だ
細
長
い
籠
に
大
き
な
岩
や
石
を
入
れ
た
も
の
が
使

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
籠
は
「
蛇
か
ご
」
と
呼
ば
れ
、
猿

尾
に
使
用
さ
れ
た
の
は
一
つ
が
数
十
ｍ
ほ
ど
の
大
き
さ

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね
る

こ
と
で
洪
水
の
際
に
水
流
を
遮
り
、
水
の
勢
い
を
弱
め

て
い
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
猿
尾
と
い
う
呼
び
名
は
、
堤
が
猿
の
尻
尾

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
木
曽
川
流
域
の

独
特
な
呼
び
方
で
す
。

二
．
水
車
の
ま
ち
、江
南
市
宮
田
村

木
曽
川
の
左
岸
に
あ
り
、
一
宮
市
と
の
市
境
に
位
置

す
る
宮
田
村
（
現
宮
田
町
）
で
は
、
か
つ
て
水
車
業
が

盛
ん
で
し
た
。
現
在
も
木
曽
川
堤
防
沿
い
に
「
宮
田
西

閘
門
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

場
所
に
は
昔
、
木
曽
川
か
ら
水
を
取
り
込
む
た
め
の

「
杁い

り

」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
杁
」
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
灌
漑
用
水
の
水
流

を
利
用
し
、
水
車
業
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
水
車
を
回
し

木曽三川流域の河道変化（部分）に加筆
〈出典：木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ〉

現在も忠平猿尾（草井）の遺構を見るこ
とができる

鹿子島で本川と分流して江南市の北沿いを流れる南派川

本川
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て
、
米
の
脱
穀
や
精
米
の
ほ
か
、
小
麦
の
製
粉
、
綿め

ん

実じ
つ

や
荏え

等
を
搗つ

い
て
油
を
絞
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

水
車
業
の
始
ま
り
は
、
貞

じ
ょ
う

享
き
ょ
う

二
（
一
六
八
五
）
年
の

こ
と
で
、
宮
田
の
庄
屋
を
務
め
た
栗
本
平
右
衛
門
が
杁

の
北
側
で
水
車
業
を
始
め
た
こ
と
か
ら
と
い
わ
れ
、
一

七
〇
〇
年
前
後
に
は
続
々
と
水
車
屋
が
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
天て

ん

保ぽ
う

十
五
（
一
八
四
四
）

年
に
は
十
一
軒
、
嘉か

永え
い

五
（
一
八
五

二
）
年
に
は
十
四
軒
も
の
水
車
小
屋
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
田
村
で

使
わ
れ
て
い
た
主
な
水
車
は
、
小
屋
の

中
に
水
車
が
あ
り
、
下
射
式
の
流
し
掛

け
式
の
も
の
で
し
た
。
水
車
の
多
く
は

直
径
二
間
（
約
三
・
六
ｍ
）
ほ
ど
で
し

た
が
、
「
郷
土
宮
田
」
に
よ
る
と
大
き

い
も
の
で
は
八
ｍ
近
い
も
の
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

水
車
の
軸
を
長
く
伸
ば
し
て
爪
を
つ

け
、
そ
れ
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
竪
臼

が
持
ち
上
が
り
、
一
定
の
高
さ
に
な
る
と
外
れ
て
石
臼

に
落
下
さ
せ
る
仕
組
み
で
、
脱
穀
や
精
米
等
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
車
の
水
路
は
「
江
南
市
史
近
世

村
絵
図
編
」
の
「
宮
田
村
河
川
図
」
に
詳
細
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

な
お
当
時
は
、
自
分
の
家
の
水
車
に
水
を
導
入
す
る

た
め
の
水
路
と
、
水
車
を
回
さ
な
い
と
き
や
水
車
の
修

理
な
ど
の
と
き
に
水
を
下
流
の
水
車
に
流
す
た
め
の
分

水
路
や
、
洪
水
の
時
水
車
小
屋
を
守
る
た
め
の
自
分
猿

尾
（
堤
防
）
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

　
　
い
た
宮
田
湊
・
草
井
湊

産
業
の
発
展
に
伴
い
、
製
品
を
運
ぶ
舟
運
業
も
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
。
特
に
宮
田
は
、
水
車
業
と
同
時
に
舟

運
業
で
も
繁
栄
し
、
水
車
で
加
工
さ
れ
た
搗
麦
や
油
な

ど
は
名
古
屋
、
犬
山
な
ど
の
尾
張
地
域
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
知
多
郡
の
村
々
、
岐
阜
な
ど
の
美
濃
地
域
、
三

重
県
の
四
日
市
や
桑
名
ま
で
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
先
の
江
戸
や
大
阪
へ
も
つ
な
が
る
川
湊

が
宮
田
湊
で
あ
り
、
宮
田
村
は
麦
や
油
の
一
大
加
工
場

で
し
た
。

天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
の
宮
田
村
「
願
達
留
」

を
見
て
み
る
と
、
他
領
へ
の
輸
送
品
と
し
て
「
搗
麦
、

油
類
、
粕
類
、
素
麺
、
織
物
類
、
大
豆
小
豆
、
古
物
類
、

竹
類
、
石
等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
宮
田

湊
へ
の
輸
送
品
は
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
の
「
宮

田
村
船
々
積
荷
物
御
達
写
」
に
よ
る
と
、
粕
類
や
干
鰯

の
よ
う
な
肥
料
類
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
宮
田
村
か
ら
桑
名
等
へ
の
輸
送
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
す
る
と
、
桑
名
で
の
金
肥
の
使
用
が
増
加
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
八
世
紀
後
半
に
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
尾

濃
村
々
由
緒
留
」
に
書
か
れ
て
い
る
草
井
村
の
項
目
を

見
る
と
、
草
井
村
に
も
川
湊
が
あ
り
、
草
井
村
の
船
が

伊
勢
湾
岸
か
ら
木
曽
川
、
揖
斐
川
、
長
良
川
沿
い
の

川
湊
の
間
の
物
資
輸
送
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

草
井
渡
船
は
、
尾
張
と
美
濃
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
で
、

現
在
の
岐
阜
県
各
務
原
市
前
渡
と
江
南
市
草
井
の
間
の

木
曽
川
で
渡
船
が
運
行
さ
れ
、
人
々
の
乗
降
や
荷
の
積

み
下
ろ
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
草
井
渡
船
の
始
ま

り
は
、
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
、
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
の
際
に
池
田
勢
を
渡
し
た
草
井
村
の
人
々
の
功

労
に
よ
り
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
保
護
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

長
ら
く
木
曽
川
の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
渡
船
で
す

が
、
数
々
の
橋
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
者

が
減
少
し
た
た
め
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
は
愛

知
県
よ
り
経
費
を
受
け
て
草
井
区
営
の
無
料
渡
船
と
な

り
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
は
愛
知
県
の
管
理
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）

年
三
月
に
愛
岐
大
橋
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、
草
井

渡
船
は
三
百
八
十
余
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昭和24年頃の草井渡船　当時は猿尾が利用されていた
ようである〈出典：保存版　犬山・江南の今昔〉

「宮田村河川図」（部分：宮田村周辺）に描かれた水車（○）
〈出典：江南市史　近世村絵図編〉

〈出典：郷土史にみる　木曽川の流域史〉

宮田村で作られた刻煙草の包装紙　
“水車切刻煙草”と書かれている
〈出典：木曽川をめぐる人と文化〉

当時の宮田西元杁（上）と東元杁（下）
〈出典：宮田用水史附圖　其十〉
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地域の治水・利水

河川等の改修整備や雨水抑制機能を強化

江
南
市
は
木
曽
川
左
岸
扇
状
地
で
、
北
東
部
よ
り
南

西
部
へ
お
よ
そ
五
〇
〇
分
の
一
の
な
だ
ら
か
な
勾
配
を

も
つ
平
坦
地
で
す
。
ほ
ぼ
平
坦
と
い
う
地
理
的
条
件
に

よ
っ
て
水
が
流
れ
に
く
く
、
溜
ま
り
や
す
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
の
市
街
化
に
よ
る
保
水
力
の
低
下
を
は

じ
め
、
気
象
変
動
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
短
期
的
に
局
所
的
か
つ
突
発
的
な
豪
雨

が
多
発
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
要
因
か
ら
浸
水
被
害
が
発
生
し
や
す
い
た

め
、
市
で
は
従
来
の
よ
う
な
河
川
等
の
対
策
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
．
過
去
に
猛
威
を
振
る
っ
た

　
　
木
曽
川

木
曽
川
中
流
部
の
犬
山
市
以
南
の
扇
状
地
部
分
と
そ

れ
よ
り
南
西
部
に
広
が
る
デ
ル
タ
地
域
は
、
過
去
に
何

度
も
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
木
曽
三
川
だ
け

で
は
な
く
、
庄
内
川
、
五
条
川
、
大
山
川
も
洪
水
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
が
、
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
の
は
木
曽
川
で
し
た
。

木
曽
川
に
つ
い
て
は
、
元げ

ん

和な

三
（
一
九
一
七
）
年
の

四
月
九
日
か
ら
八
月
ま
で
に
、
実
に
七
回
も
大
水
に

あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
藩
は
木
曽
川
の

水
防
に
つ
い
て
度
々
、
御お

触ふ
れ

書が
き

を
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
木
曽
川
の
水
防
が
い
か
に
重
要

で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

〈
江
戸
時
代
の
御
触
書
の
一
例
〉

（
一
） 

大
水
の
と
き
、
十
七
〜
十
八
歳
か
ら
四
十
〜
五

十
歳
ま
で
の
人
を
選
ぶ
。

（
二
） 

一
里
内
外
（
約
四
㎞
）
の
村
は
高
一
〇
〇
石
に

つ
き
十
五
人
ず
つ
。
ま
た
、
二
十
町
（
約
二
十

二
㎞
）
内
外
の
村
は
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
、
十

人
ず
つ
出
す
こ
と
。

（
三
） 

一
里
内
外
の
村
は
十
五
人
を
一
組
に
、
二
十
町

内
外
の
村
は
十
人
を
一
組
と
し
、
庄
屋
・
組
頭

あ
る
い
は
頭
百
姓
の
う
ち
、
一
組
に
二
人
ず
つ

入
っ
て
い
る
こ
と
。

（
四
） 

水
か
さ
が
五
〜
六
合
（
堤
の
上
面
ま
で
の
川
の

深
さ
の
十
分
の
一
が
一
合
）
に
な
っ
た
ら
、
貝

太
鼓
で
合
図
す
る
こ
と
。
組
合
の
者
は
待
機
し

て
お
く
こ
と
。

（
五
） 

大
水
の
と
き
動
員
が
か
か
っ
て
い
る
村
は
、
庄

屋
一
人
、
組
頭
一
人
ず
つ
で
て
、
月
一
回
水
防

訓
練
を
す
る
こ
と
。

（
六
） 

松
明
・
抗
木
・
明
俵
・
か
け
や
・
鍬
・
び
く
な

ど
水
防
用
具
の
準
備
と
土
砂
場
の
位
置
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
。

（
七
） 
大
水
の
と
き
、
堤
・
圦
の
監
視
と
警
戒
を
す
る

こ
と
。

（
八
） 

堤
を
見
回
り
、
小
さ
な
損
傷
の
所
は
、
す
ぐ
修

復
し
、
大
き
い
損
傷
箇
所
は
代
官
所
へ
報
告
す

る
こ
と
。

（
九
） 

水
防
用
具
員
数
帳
を
提
出
す
る
こ
と
。

（
十
） 

堤
通
り
の
竹
木
、
高
草
を
刈
り
取
り
、
堤
通
り

の
掃
除
を
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
こ
と
。

二
．
再
認
識
さ
れ
た
流
域
対
策

　
　
の
重
要
性

近
年
、
江
南
市
で
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
主
な
豪

雨
は
、
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
九
月
、
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
九
月
（
東
海
豪
雨
）、
平
成
十
六

（
二
〇
〇
四
）
年
七
月
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年

八
月
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
六
月
と
続
い
て

い
ま
す
。

特
に
東
海
豪
雨
時
の
時
間
最
大
雨
量
は
一
時
間
あ
た

り
六
〇
・
〇
㎜
、
総
雨
量
は
三
〇
九
・
五
㎜
で
、
床
上

浸
水
四
十
六
世
帯
、
床
下
浸
水
四
一
五
世
帯
な
ど
市
内

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
東
海
豪
雨
を
き
っ
か
け
に
、
流
域
対
策
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
川
流
域
は
「
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

（
※
１
）

」
に
基
づ
い
て
、

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
一
日
に
「
特
定
都
市

河
川
流
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
期
間
を
今
後
三
十
年
間
と
す
る
「
新
川
圏
域
河

川
整
備
計
画
」
の
中

に
は
、
県
管
理
の
一

級
河
川
青
木
川
に
つ

い
て
、
五
条
川
合
流

点
か
ら
江
南
市
木き

賀が

町
ち
ょ
う

地
内
の
名
鉄
犬
山

線
橋
梁
に
か
け
て
の

区
間
で
河
道
拡
幅
、

河
床
掘
削
、
築
堤
等

の
整
備
を
行
う
こ
と

や
、
ま
た
江
南
市
宮

後
町
地
内
の
青
木
川

調
節
池
か
ら
、
県
道

一
宮
犬
山
線
に
か
け

て
の
区
間
で
河
道
拡

幅
、
河
床
掘
削
、
築

堤
等
の
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
が
目

標
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

平成21年６月22日 市内の浸水被害状況 〈提供：江南市役所水道部下水道課〉

過去の浸水状況〈出典：第３次江南市総合治水計画〉

発 生 年 月 日
時間最大雨量

（mm/hr）
総雨量
（mm）

床上浸水
（世帯）

床下浸水
（世帯）

昭和51年９月８日～14日 47.0 536.3 57 1,243

平成12年９月11日～12日 60.0 309.5 46 415

平成16年７月10日 51.0 169.5 9 215

平成20年９月28日～29日 54.0 174.0 5 125

平成21年６月22日 22.0 55.5 0 107

※観測点：江南市消防本部
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さ
ら
に
洪
水
時
の
青
木
川
の
水
位
低
下
の
た
め
、
一

宮
市
千
秋
町
地
内
に
青
木
川
第
三
調
節
池
お
よ
び
江
南

市
五
明
町
地
内
に
青
木
川
第
四
調
節
池
の
整
備
を
す
る

と
と
も
に
、
青
木
川
放
水
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
木
曽

川
へ
の
ポ
ン
プ
増
強
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
）

都
市
部
を
流
れ
る
河
川
の
流
域
に
お
い
て
、
著
し
い
浸
水
被

害
が
発
生
し
、
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
河
道
等

の
整
備
に
よ
る
浸
水
被
害
の
防
止
が
、
市
街
化
の
進
展
に
よ
り

困
難
な
地
域
に
つ
い
て
、「
特
定
都
市
河
川
」
お
よ
び
「
特
定
都

市
河
川
流
域
」
と
し
て
指
定
し
、
浸
水
被
害
対
策
の
総
合
的
な

推
進
の
た
め
の
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定
、
河
川
管
理
者
に

よ
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
、
そ
の
他
の
措
置
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防

止
の
た
め
の
対
策
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
。

三
．
江
南
市
の
流
域
対
策
と

　
　
浸
水
被
害
軽
減
対
策

江
南
市
の
総
合
治
水
計
画
は
、
河
川
・
排
水
路
の
改

修
や
下
水
道
雨
水
幹
線
の
整
備
等
に
加
え
て
、
流
域
対

策
や
浸
水
被
害
軽
減
対
策
な
ど
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
市
民
と

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
江
南
市
も
急
速
な

市
街
化
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
宅
地
等

が
増
加
し
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
た
り
、
地
中
に
し

み
こ
ま
せ
た
り
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
田
畑
な
ど

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
雨
水
が

短
時
間
に
集
中
し
て
河
川
に
流
出
し
、
浸
水
被
害
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
流
域
対
策
と
し
て
水
害

の
軽
減
に
役
立
つ
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」
設
置
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
重
点
地
区
を
は
じ
め
、
過
去
に
浸
水
が
起
こ
っ

た
地
域
の
学
校
・
公
園
等
に
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整

備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
な
つ
め
公
園
、
布
袋
小
学
校
、

村
久
野
貯
留
槽
、
門も

ん

弟て
い

山や
ま

小
学
校
、
布
袋
北
小
学
校
な

ど
十
三
ヶ
所
に
設
置
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
よ
る
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
整
備
推

進
の
た
め
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
四
月
よ
り
、

住
宅
な
ど
の
建
築
物
に
際
し
て
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

設
置
費
補
助
金
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
補
助
対

象
と
な
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
は
、
屋
根
に
降
っ
た

雨
を
雨
ど
い
か
ら
タ
ン
ク
に
溜
め
て
散
水
な
ど
に
利
用

で
き
る
「
雨
水
貯
留
槽
（
雨
水
タ
ン
ク
）
」、
屋
根
に

降
っ
た
雨
を
雨
ど
い
か
ら
桝
に
送
っ
て
桝
か
ら
雨
水
を

地
中
に
戻
す
「
雨
水
浸
透
桝
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特

に
「
雨
水
貯
留
槽
（
雨
水
タ
ン
ク
）
」
に
つ
い
て
は
、

最
大
九
割
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
江
南
市
史
　
本
文
編
』　
愛
知
県
江
南
市

二
〇
〇
一
年

『
第
三
次
　
江
南
市
総
合
治
水
計
画
』　
江
南
市

平
成
二
十
二
年
三
月

「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設
置
費
補
助
金
制
度
の

 

ご
案
内
」

自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る

環
境
学
習
会

江
南
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
自
然

を
大
切
に
思
え
る
「
人
づ
く
り
」
と
生
物
多
様

性
の
保
全
に
つ
な
が
る
「
緑
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
、
自
然
観
察
、
生
物
観
察
、
外
来
生
物

の
採
取
、
植
栽
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

環
境
学
習
会
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
環
境
活

動
・
学
習
推
進
交
付
金
事
業
」
を
受
け
て
実
施

さ
れ
、
地
元
に
詳
し
い
講
師
か
ら
生
き
物
の
詳

し
い
説
明
や
自
然
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
で
、
令
和

二
年
度
に
は
、
『
あ
い
ち
・
な
ご
や
生
物
多
様
性

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
に
て
、
江
南
市
環
境

課
の
環
境
学
習
会
（
五
条
川
の
学
習
）
が
、
優

れ
た
事
例
と
し
て
「
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
環
境
学
習
会
は
、
「
五
条
川
岸
辺
づ

く
り
」
を
は
じ
め
、
「
淡
水
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
教

室
」
や
「
青
木
川
水
辺
調
査
及
び
外
来
種
学
習

教
室
」、
「
か
ぶ
と
む
し
幼
虫
教
室
」
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。令和２年度に『あいち・なごや生物多様性

ベストプラクティス』を受賞
〈提供：江南市役所経済環境部環境課〉

青木川第２調節地　〈提供：江南市役所水道部下水道課〉

市役所に設置された雨水タンク
〈提供：江南市役所水道部下水道課〉

雨水貯留施設概要一覧表 〈提供：江南市役所水道部下水道課〉

（平成30年４月１日）

設置場所
なつめ
公園

布袋
小学校

村久野
貯留槽

門弟山
小学校

布袋北
小学校

山王
住宅

古知野
中学校

布袋
中学校

古知野北
中学校

宮田
小学校

東野岩見
公園

北部
中学校

山尻
雨水貯留施設

施行年度 H1～H2 H2～H3 H2～H3 H3～H4 H4～H5 H5 H6～H7 H8～H9 H10～H11 H12～H13 H16 H25～H26 H27～H28

貯留量 1,830 1,200 5,800 2,500 3,100 400 3,000 3,500 1,500 1,600 320 3,000 1,000

施設概要

W（ｍ）
22.2 18.5 28.6 21.0 26.0 10.0 30.0 30.0 20.0 20.0 10.85 60.2～61.3 22.7～34.53

（21.6） （17.5） （27.4） （20.0） （24.8） （9.0） （29.0） （29.0） （19.0） （19.0） （10.25）

L（ｍ）
32.3 25.5 65.7 31.0 41.0 15.0 40.0 40.0 30.0 30.0 12.4～14.4 37.3～38.0 14.04～18.90

（31.7） （24.5） （64.5） （30.0） （39.8） （14.0） （39.0） （39.0） （29.0） （29.0） （12.0～14.0）

H（ｍ）
5.25 4.05 6.40 5.70 5.00 4.60 4.40 4.65 4.20 4.35 3.50 1.56 5.00

（4.20） （2.85） （5.00） （4.50） （3.50） （3.50） （3.00） （3.40） （3.10） （03.25） （2.50）

ポンプ能力

口　径（mm） 150 150 150 150 200 80 200 250 150 150 80 － 80

揚　程（ｍ） 5.8 6.3 － 8.9 5.9/3.4 6.7 5.7/3.9 7.1/5.0 5.4 5.0 1.5 － 9.0

吐出量（ｍ３/min） 2.6 2.6 － 2.8 3.5/4.4 0.65 3.5/4.4 5.5/6.6 2.0 2.0 0.7 － 0.7

※施設概要の（  ）内数時は、内数字である。
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歴史記録

本
年
は
、
船
頭
平
閘
門
が
完
成
し
一
二
〇
年
目
の
節

目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
何
度
か
修
繕
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
の
大
改
築
（
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
十
月

～
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
七
月
）
の
際
に
は
、
修
繕

方
法
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
明
治
期
と
平
成
期
の
土

木
技
術
に
つ
い
て
比
較
が
行
わ
れ
、
当
時
の
技
術
力
の

高
さ
を
暗
示
さ
せ
る
新
し
い
発
見
や
不
思
議
が
次
々
と

現
れ
て
き
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の
建

設
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
土
木
技
術
の
第
二
編
と
し
て
、

船
頭
平
閘
門
に
使
用
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
の
特
性
を
紹
介

し
ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
工
部
省
深
川
工
場
で
製

造
開
始
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
製
造
法
は
、
船
頭
平
閘
門
が

完
成
し
た
翌
年
の
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
頃
か

ら
、
竪た

て

窯が
ま

（
徳
利
窯
）
か
ら
回
転
窯
へ
と
大
き
く
替
わ

り
ま
し
た
。

ま
ず
セ
メ
ン
ト
の
歴
史
を
概
観
し
た
後
、
船
頭
平
閘

門
の
開
閉
装
置
固
定
用
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
花
崗
岩
に

固
着
さ
せ
る
モ
ル
タ
ル
に
使
用
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
の
分

析
結
果
よ
り
、
セ
メ
ン
ト
の
製
造
年
代
に
つ
い
て
検
証

し
ま
す
。二

．
セ
メ
ン
ト
の
歴
史

「
セ
メ
ン
ト
（c

e
m

e
n

t

）
」
の
語
源
は
、
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
に
よ
る
「
人
体
図
」
で
知
ら
れ
る
帝
政
ロ
ー
マ
初

期
の
建
築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が
、
型
枠
間
の
モ
ル

タ
ル
に
割
石
「
カ
エ
メ
ン
ト
ゥ
ム
（c

a
e
m

e
n

tu
m

）
」

を
充
填
し
て
壁
な
ど
を
作
成
す
る
構
法
を
「
カ
エ
メ
ン

テ
ィ
カ
（c

a
e
m

e
n

tic
a

）
」
構
造
と
名
付
け
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

以
下
に
、
水
硬
性
セ
メ
ン
ト
の
歴
史
を
概
観
し
て
い

き
ま
す
。

二
―
一
．
古
代
の
水
硬
性
セ
メ
ン
ト

水
中
で
固
化
す
る
水
硬
性
セ
メ
ン

ト
の
ル
ー
ツ
は
、
約
九
〇
〇
〇
年
前

の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
の

イ
フ
タ
遺
跡
や
約
五
〇
〇
〇
年
前
の

西
安
に
近
い
住
居
遺
跡
で
あ
る
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
技
術

は
後
世
に
伝
え
ら
れ
ず
消
滅
し
た
よ

う
で
す
。

紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
、
消
石
灰

と
火
山
灰
を
混
合
し
た
モ
ル
タ
ル
が

目
地
材
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
遺
跡
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
紀
元
前
三
〇
〇
年

頃
か
ら
、
凝
灰
岩
（
火
山
灰
が
地
上

や
水
中
で
堆
積
し
た
堆
積
岩
）
の
風
化
物
ポ
ッ
ツ
ォ

ラ
ー
ナ
（
ポ
ゾ
ラ
ン
の
語
源
で
火
山
性
の
砂
）
を
石
灰

へ
の
混
合
剤
と
し
て
用
い
た
モ
ル
タ
ル
が
、
水
硬
性
に

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

な
お
ポ
ゾ
ラ
ン
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
成
分
と

徐
々
に
化
合
し
て
不
溶
性
の
化
合
物
を
つ
く
る
物
質
の

総
称
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
自
然
に

産
出
す
る
ポ
ゾ
ラ
ン
（
火
山
土
や
軽
石
）
や
人
工
ポ
ゾ

ラ
ン
（
焼
成
し
た
粘
土
、
陶
器
片
な
ど
）
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
古
代
セ
メ
ン
ト
は
、

原
料
を
調
整
・
焼
成
し
化
学
反
応
を
さ
せ
た
現
代
の
セ

メ
ン
ト
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
―
二
．
近
代
の
セ
メ
ン
ト

英
人
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ー
ト
ン
は
、
自
国
の
エ
デ
ィ
ス

ト
ー
ン
灯
台
の
復
旧
工
事
を
請
け
負
っ
た
一
七
五
六
年

頃
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
の
定
説
を
覆
し
、
粘
土
を
含

ん
だ
不
純
な
石
灰
石
を
焼
い
た
消
石
灰
を
用
い
た
モ
ル

タ
ル
は
ポ
ゾ
ラ
ン
（
火
山
灰
や
凝
灰
岩
の
粉
末
）
を
混

ぜ
な
く
て
も
水
中
で
硬
化
し
、
耐
水
性
に
優
れ
て
い
る

こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。
彼
は
、
こ
の
モ
ル
タ
ル
を
「
ポ

ル
ト
ラ
ン
ド
石
に
匹
敵
す
る
強
さ
と
耐
久
性
を
持
つ
」

と
述
べ
ま
し
た
が
、
材
料
名
に
つ
い
て
特
許
申
請
を
し

な
か
っ
た
の
で
、
「
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
」
の
命

名
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
八
二
四
年
、
煉
瓦
積
み
職
人
の
英
人
ア
ス
プ
ジ
ン

船頭平閘門建設時の土木技術　第二編

船頭平閘門に使用されたセメント

分析に使用したアンカーボルト周辺の「埋め込み材」

スミートンにより造られた
「エディストーン灯台」
<出典：コンクリートの文明誌>
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は
、
石
灰
石
を
粉
砕
し
て
焼
い
た
消
石
灰
に
一
定
の
割

合
で
粘
土
を
混
ぜ
、
加
水
後
に
微
粉
砕
し
て
乾
燥
さ
せ
、

竪
窯
で
の
焼
成
後
に
粉
砕
し
て
セ
メ
ン
ト
に
す
る
方
法

を
見
出
し
、
「
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
」
と
名
付
け

ま
し
た
。

二
―
三
．
オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
と
凝
灰
岩

オ
ラ
ン
ダ
は
、
十
七
世
紀
に
は
凝
灰
岩
を
粉
砕
し
た

ト
ラ
ス
（
ポ
ゾ
ラ
ン
の
一
種
）
を
、
港
湾
建
設
用
に
輸

出
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
が
帰
国
す
る
直
前
の
明
治
十
三

（
一
八
八
〇
）
年
六
月
、
郵
便
報
知
新
聞
は
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
が
来
日
早
々
（
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
五

月
）
の
利
根
川
巡
視
の
際
に
、
「
・
・
・
い
た
ず
ら
に

海
外
に
原
料
等
を
求
め
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。
と
り

わ
け
、
セ
メ
ン
ト
は
そ
の
需
要
が
大
き
い
の
で
、
国
内

で
賄
う
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
セ
メ
ン
ト
の
代

わ
り
に
な
る
ト
ラ
ス
を
某
地
（
地
名
は
不
記
載
）
で
見

つ
け
た
」
と
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
五
月
に
福
井
県
の

三
国
湊
に
赴
任
し
た
エ
ッ
セ
ル
は
、
「
ラ
イ
ン
川
支
流

で
の
凝
灰
岩
に
似
た
岩
石
を
発
見
（
地
名
は
不
記
載
）

し
、
採
取
し
た
凝
灰
岩
と
石
灰
と
を
混
合
し
た
微
粉
末

が
良
質
な
ト
ラ
ス
・
モ
ル
タ
ル
に
な
る
こ
と
を
見
出
し

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
技
術
者
は
、
セ
メ
ン
ト

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
セ
メ
ン
ト
に
替
わ

る
良
質
な
ト
ラ
ス
に
目
を
配
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

三
．
わ
が
国
で
の

　
　
セ
メ
ン
ト
製
造

文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
（
一
八
六
一
）
年
に
な
る
と
、

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
が
長
崎
製
鉄

所
の
煉
瓦
接
着
用
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸

入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年

に
横
須
賀
造
船
所
に
赴
任
し
た
造
船
頭

の
平
岡
道
義
は
、
輸
入
セ
メ
ン
ト
が
高
額
な
こ
と
を
知

り
、
セ
メ
ン
ト
の
国
産
化
を
決
意
し
、
政
府
に
働
き
か

け
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
摂せ

綿め
ん

篤と

製

造
所
が
東
京
府
下
深
川
に
創
設
さ
れ
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
五
月
に
は
、
セ
メ
ン
ト
が
化
学
技
師
宇
都
宮

三
郎
ら
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
官
営
の
摂
綿
篤
製
造
所
は
、
明
治
十
七
（
一

八
八
四
）
年
に
浅
野
総
一
郎
ら
に
売
却
さ
れ
、
「
浅
野

組
」
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
民
間
に
お
い
て
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
に
笠
井
順

じ
ゅ
ん

八ぱ
ち

が
、
現
山
口
県
小
野
田
市
に
セ
メ
ン
ト

工
場
を
起
こ
し
、
翌
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は

斎
藤
実さ

ね

尭た
か

が
現
愛
知
県
田
原
市
に
「
東
洋
組
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

当
初
セ
メ
ン
ト
は
、
調
合
原
料
と
燃
料
を
竪
窯
（
徳

利
窯
）
に
積
み
重
ね
、
焼
成
さ
れ
た
ク
リ
ン
カ
（
焼

し
ょ
う

塊か
い

）
を
粉
砕
し
て
製
造
し
ま
し
た
。

竪
窯
下
方
の
鉄
製
の
火
床
の
上
に
、
石
炭
と
調
合
原

料
を
窯
の
最
大
径
の
と
こ
ろ
ま
で
交
互
に
十
二
～
十
三

段
積
み
重
ね
て
点
火
し
、
七
昼
夜
か
け
て
焼
き
上
げ
、

調
合
原
料
の
熱
が
冷
め
て
か
ら
火
床
の
下
か
ら
ク
リ
ン

カ
を
取
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
窯
は
、
非
連
続
焼
成
（
バ
ッ
チ
・
シ
ス
テ
ム
）

で
焼
成
時
間
が
長
く
、
製
品
が
不
均
一
で
あ
り
、
目
視

に
よ
っ
て
ク
リ
ン
カ
の
良
品
と
非
良
品
を
分
別
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

セ
メ
ン
ト
の
製
造
窯
は
、
竪
窯
の
後
、
デ
ィ
ー
チ
ュ

窯
や
ホ
フ
マ
ン
式
輪わ

窯が
ま

な
ど
が
併
存
す
る
時
期
を
経

て
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
は
回
転
窯
が
導

入
さ
れ
、
連
続
的
な
高
温
焼
成
と
回
転
窯
終
端
部
の
冷

却
機
に
よ
る
急
冷
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
生
産
量
が
大
い

に
増
加
し
ま
し
た
。

四
．
船
頭
平
閘
門
の
セ
メ
ン
ト

船
頭
平
閘
門
は
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
か

ら
ほ
ぼ
一
年
間
、
老
朽
化
に
伴
う
漏
水
対
策
等
で
閘
門

等
の
改
築
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
発
生
し

た
扉
の
開
閉
部
分
の
交
換
さ
れ
た
花
崗
岩
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
保
存
さ
れ
て
い
た
花
崗
岩
に
埋
め
込
ま
れ

た
開
閉
装
置
固
定
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
（
以
降
「
ボ
ル
ト
」

と
記
す
）
周
辺
の
「
埋
め
込
み
材
」
が
、
明
治
時
代
に

中
部
地
区
で
広
範
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
長
七
た
た
き
」

で
あ
る
か
、
ま
た
は
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
で
あ
る
か
を

調
べ
ま
し
た
。

四
―
一
．
「
た
た
き
」
の
検
討

天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
、
現
愛
知
県
碧
南
市
に

生
ま
れ
た
服
部
長

ち
ょ
う

七し
ち

は
、
花
崗
岩
が
風
化
し
た
真ま

砂さ

土ど

と
石
灰
を
混
ぜ
て
水
で
練
り
、
た
た
き
締
め
て
硬
化
さ

せ
る
「
長
七
た
た
き
」
を
考
案
し
、
人
造
石
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

「
長
七
た
た
き
」
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年

に
岡
崎
市
の
夫
婦
橋
を
手
始
め
に
、
愛
知
県
高
浜
や
豊

橋
の
新
田
干
拓
堤
防
、
名
古
屋
や
広
島
県
宇う

品じ
な

の
築
港
、

さ
ら
に
四
日
市
港
の
堤
防
建
設
な
ど
、
自
身
が
事
業
を

辞
め
る
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
ま
で
各
地
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

埋
め
込
み
材
を
調
べ
る
「
粉
末
Ｘ
線
回
折
分
析
」
で

は
、
乾
燥
さ
せ
た
埋
め
込
み
材
の
粉
末
試
料
を
ガ
ラ
ス

試
料
板
に
充
填
し
、
Ｘ
線
回
折
装
置
で
試
料
中
に
含
ま

れ
る
主
要
な
鉱
物
の
種
類
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
埋
め
込
み
材
か
ら
「
た
た
き
」
の
主
要

材
料
を
構
成
す
る
粘
土
鉱
物
（
カ
オ
リ
ン
鉱
物
）
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
で

あ
る
と
結
論
し
ま
し
た
。

四
―
二
．
セ
メ
ン
ト
の
分
析
調
査

前
述
の
通
り
、
「
埋
め
込
み
材
」
は
「
た
た
き
」
で

は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
次
に
埋
め
込
み
材
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
モ
ル
タ
ル
の
セ
メ
ン
ト
成
分

を
、
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
ま
し
た
。

旧小野田セメント製造株式会社の竪窯
<出典：『小野田セメント百年史』>

開閉装置固定アンカー
<出典：『船頭平閘門移築記念誌』>

試料とはつり片(上：ボルト有り、下：ボルト無し)
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『
土
木
工
事
仕
様
設
計
実
例
』　
山
本
潔

共
益
商
社
　
明
治
三
十
五
年

『
小
野
田
セ
メ
ン
ト
百
年
史
』

小
野
田
セ
メ
ン
ト
㈱
　
昭
和
五
十
六
年

『
わ
が
国
の
セ
メ
ン
ト
産
業
の
発
祥
と
の
遺
産
』

台
信
富
寿
　
化
学
と
工
業
六
十
六
巻
　
二
〇
一
二
年

『
セ
メ
ン
ト
製
造
と
人
と
の
関
わ
り
』　
岡
村
隆
吉

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
五
十
二
巻
　
二
〇
一
四
年

『
セ
メ
ン
ト
製
造
技
術
の
系
統
化
調
査
』　
下
田
孝

国
立
科
学
博
物
館
　
二
〇
一
六
年

（
一
）
分
析
に
つ
い
て

調
査
に
用
い
た
モ
ル
タ
ル
は
、
ボ
ル
ト
埋
設
の
有
無

で
二
種
類
の
試
料
に
分
類
さ
れ
、
埋
設
さ
れ
た
ボ
ル
ト

周
辺
の
モ
ル
タ
ル
と
ボ
ル
ト
が
埋
設
さ
れ
て
い
な
い
花

崗
岩
に
固
着
し
た
モ
ル
タ
ル
に
つ
い
て
、
偏
光
顕
微
鏡

で
分
析
し
ま
し
た
。

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
試
料
か
ら
厚
さ
（
二
〇

[

＝

〇
．
〇
二
㎜]

程
度
）
の
鏡
面
研
磨
薄
片
を
作
製
し
、

使
用
さ
れ
た
材
料
の
種
類
・
形
状
・
特
徴
・
組
織
を
偏

光
顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。
な
お
、
前
述
の
た
た
き

調
査
と
同
様
の
粉
末
Ｘ
線
回
折
分
析
で
各
種
鉱
物
を
検

出
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
の
説
明
は
割
愛
し
ま
す
。

（
二
）
分
析
結
果

表
①
は
、
偏
光
顕
微
鏡
で
観
察
さ
れ
た
細
骨
材
（
約

五
㎜
以
下
の
砂
）
の
種
類
、
構
成
岩
石
・
鉱
物
で
、
粒

径
以
外
は
ボ
ル
ト
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
同
一
結
果
で
あ

り
、
「
岩
片
」（
岩
石
の
破
片
）
の
地
質
状
況
か
ら
、
こ

れ
ら
細
骨
材
は
当
該
地
域
の
川
砂
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
、
偏
光
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
結
合
材
（
セ

メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
（
ボ
ル
ト
有
り
）
）
の
組
織
で
あ
り
、

黄
色
の
円
内
が
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
で
す
。

ま
た
表
②
は
、
結
合
材
及
び
セ
メ
ン
ト
ク
リ
ン
カ
の

分
析
表
で
あ
り
、
ボ
ル
ト
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
同
一
結

果
で
し
た
。
ク
リ
ン
カ
鉱
物
（
ク
リ
ン
カ
中
の
化
合
物
）

の
主
成
分
は
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の
主
要
鉱
物

で
あ
る
エ
ー
ラ
イ
ト
、
セ
メ
ン
ト
の
冷
却
履
歴
と

一
，
四
三
〇
℃
以
上
の
焼
成
温
度
に
達
し
て
い
た
か
否

か
を
判
定
す
る
指
標
で
あ
る
ビ
ー
ラ
イ
ト
、
間
隙
質
等

で
す
。
同
表
よ
り
、
セ
メ
ン
ト
粒
子
の
長
径
は
一
〇
〇

～
一
五
〇

程
度
の
粗
大
な
粒
子
で
し
た
。
一
方
、
現

代
の
平
均
セ
メ
ン
ト
粒
径
は
粉
砕
・
分
級
技
術
の
進
歩

で
一
〇

程
度
と
極
め
て
小
さ
く
、
粗
大
な
セ
メ
ン
ト

粒
子
は
古
い
時
代
の
セ
メ
ン
ト
の
特
徴
で
す
。

次
に
、
ビ
ー
ラ
イ
ト
の
構
成
物
か
ら
は
冷
却
履
歴
と

し
て
ク
リ
ン
カ
の
急
冷
の
指
標
Ⅰ
型
は
見
ら
れ
ず
、

徐
冷
の
Ⅰ
ａ
型
と
超
徐
冷
の
Ⅱ
型
が
見
ら
れ
、
ま
た

一
，
四
三
〇
℃
以
上
の
焼
成
温
度
で
出
現
す
る
縞
模
様

（
ク
ロ
ス
ラ
メ
ラ
）
の
結
晶
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
間
隙
質
は
粗
粒
で
あ
り
、
ク
リ
ン
カ
の
冷
却
速

度
が
緩
慢
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

（
三
）
セ
メ
ン
ト
の
製
造
時
期

こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
か
ら
、
使
用
さ
れ
た
セ
メ
ン

ト
の
焼
成
（
熱
）
履
歴
は
高
温
焼
成
と
超
徐
冷
で
あ
り
、

分
析
さ
れ
た
ク
リ
ン
カ
で
は
、
現
代
の
回
転
窯
（
急
速

加
熱
・
高
温
短
時
間
保
持
・
急
冷
）
で
は
な
く
、
竪
窯

（
超
徐
熱
昇
温
・
高
温
長
時
間
保
持
・
超
徐
冷
）
で
焼

成
さ
れ
た
ク
リ
ン
カ
の
特
徴
的
な
形
態
が
見
ら
れ
ま
し

た
。以

上
の
調
査
に
よ
り
、
船
頭
平
閘
門
に
使
用
さ
れ
た

セ
メ
ン
ト
は
竪
窯
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
も
の
と
結
論

づ
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
モ
ル
タ
ル
調
査
で
は
、

セ
メ
ン
ト
へ
の
「
煉
瓦
屑
」
の
混
入
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

五
．
お
わ
り
に

船
頭
平
閘
門
に
使
わ
れ
た
セ
メ
ン
ト
は
、
竪
窯
で
製

造
さ
れ
た
も
の
と
確
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ボ
ル
ト
の
有
無
に
よ
っ
て
ク
リ
ン
カ
鉱
物
の

最
大
直
径
に
差
異
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
粉
末
程
度
な

ど
を
規
定
し
た
最
初
の
セ
メ
ン
ト
規
格
一
号
は
、
回
転

窯
が
使
用
さ
れ
始
め
た
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

に
公
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
当

時
の
セ
メ
ン
ト
の
製
造
時
に
お
け
る
「
ば
ら
つ
き
」
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

表①　細骨材の種類および構成岩石・鉱物

種　類

砂（細骨材）

ボルト有り ボルト無し

粒径・形状
粒径0.5mm以下

淘汰・円磨度とも良好

粒径0 . l～lmm

「ボルト無し」より淘汰・

円磨度やや低い

岩石・鉱物

結晶片

石英、斜長石、黒雲母、

角閃石、輝石など

岩片

チャート、安山岩、流紋

岩質溶結凝灰岩、流紋岩、

花崗岩、頁岩、砂岩、

雲母片岩など

結晶片

石英、斜長石、黒雲母、

角閃石、輝石など

岩片

チャート、安山岩、流紋

岩質溶結凝灰岩、流紋岩、

花崗岩、頁岩、砂岩、

雲母片岩など

表②　結合材およびセメントクリンカの分析表

項　目
特　徴

ボルト有り ボルト無し

セ
メ
ン
ト

粒　度
粒径100～150µm程度の粒子が目立つ

（最大径約200µm)。

粒径100～150µm程度の粒子が目立つ

（最大径約200µm)。

ク
リ
ン
カ
鉱
物

エーライト（C3S）

ポルトランドセメントを構成する主要クリンカ鉱物

長径30～50µm程度

（最大長径70µm)。

長径30～50µm程度

（最大長径100µm)。

ビーライト（C2S）

①�３種類に分類され、Ⅰ型は急冷クリンカ中、Ⅰa型は徐

冷クリンカ中、Ⅱ型は著しい徐冷クリンカ中に見られる。

②�1,430℃以上の焼成温度で出現する縞模様の有無を結晶

観察で確認する。

クロスラメラを伴い黄色を呈するIa型ビーライト

粒径約30～50µm（最大粒径70µm)。

矩形、アメーバ状などのII型ビーライト

長径50µm前後

クロスラメラを伴い黄色を呈するIa型ビーライト

粒径約30～50µm（最大粒径100µm)。

矩形、アメーバ状などのII型ビーライト

長径50µm前後。

粗粒

⇒冷却速度が緩慢であったことを示唆

粗粒

⇒冷却速度が緩慢であったことを示唆
冷却過程で析出した鉱物の間隙質は冷却速度が速いと細粒、

遅いと粗粒になる。

組　織 ―――――――――――――――――――
「ボルト有り」と比べ、セメント粒子が多く、ポルトラ

ンダイトが多く生成。

偏光顕微鏡による結合材の組織(ボルト有り)
「単ニコル」：薄片試料を普通に透過光で観察
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遠山氏と木曽川運材
恵那市教育委員会生涯学習課課長補佐　三宅 唯美

日
本
有
数
の
大
林
業
地
で
あ
る
木
曽
・
裏
木
曽
の

山
々
で
切
り
出
さ
れ
た
材
木
は
、
大
正
時
代
に
大
井
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
木
曽
川
を
利
用
し
て
流
送

さ
れ
消
費
地
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
林
業
地
を
「
木
曽
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
化
し
た

の
は
、
江
戸
時
代
初
頭
に
幕
府
領
（
後
尾
張
藩
領
）
と

な
り
、
木
曽
代
官
が
一
括
し
て
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
前
に
は
美
濃
山
と
呼
ば

れ
、
伐
採
の
中
心
は
付
知
川
流
域
（
裏
木
曽
）
や
馬

籠
・
湯
舟
沢
周
辺
な
ど
で
し
た
。
現
代
の
ブ
ラ
ン
ド

で
は
東
濃
ヒ
ノ
キ
を
産
出
す
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域

は
、
中
世
に
は
遠
山
荘
に
属
し
、
鎌
倉
御
家
人
の
系
譜

を
引
く
遠
山
氏
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
室
町
時
代

（
十
五
世
紀
）
の
遠
山
氏
と
美
濃
山
・
木
曽
川
運
材
の

関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

一
．
遠
山
荘
と
遠
山
氏

遠
山
荘
は
、
十
二
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
近
衛
家
領

荘
園
で
、
美
濃
国
恵
那
郡
（
現
在
の
恵
那
市
・
中
津
川

市
の
全
域
に
加
え
て
瑞
浪
市
陶す

え

町
ち
ょ
う

猿ま
し

爪づ
め

、
豊
田
市
の
旧

旭
町
域
の
う
ち
矢
作
川
北
岸
）
の
ほ
ぼ
全
域
を
荘
域
と

す
る
広
大
な
荘
園
で
す
。
室
町
期
に
は
、
苗
木
・
大
井
・

岩
村
・
手と

　う
げ向

・
奥
遠
山
の
五
つ
の
郷
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
範
囲
は
地
図
及
び
以
下
の
と
お
り
で
す
。

苗
木
郷
：
木
曽
川
以
北
、
中
津
川
市
馬
籠
・
落
合
な
ど

大
井
郷
：
恵
那
市
武
並
町
か
ら
中
津
川
市
手
賀
野
付
近

岩
村
郷
：
恵
那
市
岩
村
町
、
中
津
川
市
阿
木

手
向
郷
：
恵
那
市
三み

郷さ
と

町
ち
ょ
う

佐さ

ざ々

良ら

木き

・
山
岡
町
・

　
　
　
　
明
智
町
・
豊
田
市
浅
谷
町
な
ど

奥
遠
山
：
恵
那
市
串
原
・
上
矢
作
町

次
章
で
詳
述
す
る
美
濃
山
は
、
付
知
川
の
源
流
域
や

恵
那
山
と
そ
れ
に
連
な
る
山
系
の
山
々
を
指
し
て
お

り
、
概
ね
苗
木
郷
に
属
し
て
い
ま
す
。
美
濃
山
の
一
部

の
「
木
曽
」
は
美
濃
国
小
木
曽
荘
（
長
野
県
南
木
曽
町
・

大
桑
村
・
上
松
町
）
の
山
々
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た

こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
矢
作
川
源
流
域
の
奥
遠
山

も
豊
か
な
美
林
が
広
が

る
林
業
地
で
す
。

遠
山
氏
が
こ
の
荘
園

の
領
主
と
な
っ
た
の

は
、
鎌
倉
時
代
初
め
に

加
藤
景か

げ

廉か
ど

が
鎌
倉
幕
府

創
業
の
勲
功
に
よ
り
地

頭
職
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
子
景
朝
が
本
拠
と
し

て
遠
山
を
号
し
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
室
町

時
代
に
は
荘
内
に
十
家

以
上
が
分
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
幕
府
奉
公
衆
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

奉
公
衆
は
、
江
戸
時

代
の
旗
本
に
相
当
す
る

将
軍
の
直
臣
で
、
そ
の

所
領
は
守
護
不
入
と
さ
れ
て
い
て
守
護
の
支
配
が
及
ば

ず
、
地
方
で
は
守
護
を
け
ん
制
す
る
存
在
で
し
た
。
遠

山
荘
は
、
美
濃
守
護
土
岐
氏
の
力
の
及
ば
な
い
地
域

だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
奉
公
衆
は
幕
府
直
属
軍
の
主

力
で
あ
り
、
五
つ
の
部
隊
（
番
）
に
編
成
さ
れ
て
い
ま

表１　室町中期の番帳にみえる奉公衆遠山氏
名字 番 文安番帳 永享番帳 長享番帳 明応番帳 郷名・所在地

１ 遠山興次郎

明知 ２ 遠山明智大蔵少輔（景近）
遠山大蔵少輔入道（景近）
遠山弥六（元景）

遠山加藤次（元廉） 遠山賀藤左衛門尉（元廉） 手向郷・恵那市明智町

神野 ２ 遠山神野左京亮 遠山神崎左京亮 遠山神野小太郎 遠山小大郎 手向郷・恵那市明智町門野か

２ 遠山藤次郎 遠山神野

安木 ３ 遠山安木孫太郎 遠山安木孫太郎 遠山安城孫次郎 遠山安木孫次郎 岩村郷・中津川市阿木

飯間 ３ 遠山飯間宮内小輔 飯間孫三郎 岩村郷・恵那市岩村町飯羽間

岩村 ３ 遠山大和守 遠山岩村（頼景力） 岩村郷・恵那市岩村町

櫛原 ３ 遠山櫛原駿河入道 遠山櫛原五郎 遠山櫛原藤五郎 奥遠山・恵那市串原

櫛原 ５ 遠山藤次郎 遠山藤次郎 遠山櫛原藤次郎 遠山櫛原左馬頭 奥遠山・恵那市串原

下村 ５ 遠山下村 遠山下村左京亮 奥遠山・恵那市上矢作町下村

苗木 ５ 遠山左京亮（国景） 遠山左京亮（政景） 苗木郷・中津川市福岡町植苗木

馬場 ５ 遠山馬場 遠山馬場孫六 手向郷・恵那市山岡町馬場山田

馬籠 ５ 遠山馬籠 遠山馬場左馬助 遠山馬場右馬介 遠山孫目左近助 苗木郷・中津川市馬籠

５ 遠山彦五郎

＜番帳の成立年代＞　文安番帳：『文安年中御番帳』文安元（1444）年５月～文安５（1448）年４月
　　　　　　　　　　永享番帳：『永享以来御番帳』宝徳２（1450）年６月～享徳４（1455）年正月
　　　　　　　　　　長享番帳：『常徳院殿様江州御動座当時在陣衆着到』長享元（1487）年９月～長享３（1489）年３月
　　　　　　　　　　明応番帳：『東山殿時代大名外様附』明応元（1492）年５月～明応２（1493）年正月

遠山荘の地名と奉公衆遠山氏（赤字）の分布
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し
た
が
、
番
ご
と
に
強
い
紐

ち
ゅ
う

帯た
い

で
結
ば
れ
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

奉
公
衆
遠
山
氏
の
全
貌
は
、
部
隊
の
名
簿
で
あ
る
番

帳
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
（
表
１
）、
三
つ
の
番

に
十
一
家
が
見
ら
れ
ま
す
。
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長

ち
ょ
う

享
き
ょ
う

二

（
一
四
八
八
）
年
八
月
二
十
二
日
条
に
「
遠
山
に
三
魁

あ
り
、
第
一
号
苗
木
、
第
二
号
明
智
、
第
三
号
岩
村
、

皆
一
千
貫
ば
か
り
の
分
限
」
と
あ
る
よ
う
に
、
苗
木
、

明
知
、
岩
村
の
い
わ
ゆ
る
三
遠
山
が
抜
き
ん
出
て
お
り
、

三
家
を
核
と
す
る
統
合
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

後
の
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
次
第
に
岩
村
氏
が
台
頭

し
、
十
六
世
紀
半
ば
に
は
一
族
を
ま
と
め
て
美
濃
国
の

有
力
国
衆
と
な
り
、
一
族
は
「
岩
村
衆
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

二
．
美
濃
山
の
建
築
用
材

美
濃
山
の
材
木
が
寺
社
等
造
営
の
用
材
と
し
て
使
わ

れ
た
こ
と
が
明
確
と
な
る
の
は
南
北
朝
時
代
で
す
。

延え
ん

文ぶ
ん

四
（
一
三
五
九
）
年
に
美
濃
国
北
山
・
付
知
山

が
伊
勢
神
宮
造
営
の
杣
山
に
定
め
ら
れ
（
『
愚
管
記
』
）、

応お
う

安あ
ん

六
（
一
三
七
三
）
年
に
も
外
宮
遷
宮
用
材
が
美
濃

山
で
採
取
さ
れ
、
美
濃
川
（
木
曽
川
）
を
利
用
し
て
伊

勢
大
湊
に
運
ば
れ
ま
し
た
（
『
外
宮
応
安
遷
宮
記
』
）
。

ま
た
、
『
中
院
一
品
記
』
暦
応
二
（
一
三
三
九
）
年
九

月
二
十
七
日
条
に
は
、
こ
れ
よ
り
遡
る
弘こ

う

安あ
ん

八
（
一
二

八
五
）
年
の
遷
宮
の
杣そ

ま

山や
ま

の
候
補
に
美
濃
国
杣
が
あ

が
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
後
期
に
は
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

十
五
世
紀
に
入
る
と
、
応お

う

永え
い

二
十
九
（
一
四
二
二
）

年
に
鎌
倉
円
覚
寺
正
続
院
造
営
材
木
が
、
文ぶ

ん

安あ
ん

四
（
一

四
四
七
）
年
に
は
京
都
南
禅
寺
仏
殿
造
営
材
木
が
運
び

出
さ
れ
て
お
り
（
「
円
覚
寺
文
書
」「
南
禅
寺
文
書
」
）、

後
者
で
は
木
曽
山
（
所
在
不
明
）
・
付
知
山
・
井
出
ノ

小
路
山
（
中
津
川
市
）
で
採
取
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
宝ほ

う

徳と
く

元
（
一
四
四
九
）
年
に
は
外
宮
杣
山

が
「
美
濃
国
木
曽
内
岩
殿
山
」（
所
在
不
明
）
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
『
康
富
記
』
）
。
応
仁
の
乱
後
の
文ぶ

ん

明め
い

十

四
（
一
四
八
二
）
年
に
は
足
利
義
政
に
よ
る
東
山
山
荘

（
銀
閣
寺
）
造
営
が
始
ま
り
、
大
量
の
材
木
が
美
濃
山

か
ら
京
都
へ
運
ば
れ
ま
し
た
（
「
蜷
川
家
文
書
」
）
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
権
門
が
材
木
を
求
め
、
幕
府

が
関
与
し
た
こ
と
か
ら
記
録
が
残
さ
れ
た
も
の
で
、
商

品
と
し
て
の
流
通
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
円
覚
寺
正
続
院
造
営
で
河

か
わ
の

上
う
え
の

関せ
き

を
通
過
す
る
た

め
の
過
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
南
禅
寺
仏
殿
造

営
で
は
伐
採
済
み
で
集
積
さ
れ
て
い
た
材
木
を
購
入
し

た
と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
五
世
紀
初
め
に
は

商
品
と
し
て
の
材
木
生
産
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。

材
木
の
消
費
地
へ
の
運
搬
は
、
主
に
河
川
や
海
路
が

使
わ
れ
ま
し
た
。

伐
採
し
た
材
木
は
、
必
要
な
規
格
に
製
材
し
た
後
に

谷
川
に
落
と
し
（
山
落
し
）、
谷
川
を
利
用
し
て
河
川

に
運
び
ま
す
（
小こ

谷た
に

狩
）
。
河
川
で
は
、
上
流
は
管
流

し
で
一
本
ず
つ
流
し
（
大お

お

川か
わ

狩
）、
川
舟
の
使
え
る
地

点
ま
で
来
る
と
筏
に
組
ん
で
下
流
に
運
び
ま
し
た
。

美
濃
山
の
材
木
で
あ
れ
ば
、
小
谷
狩
に
よ
っ
て
木
曽

川
本
流
ま
で
運
ば
れ
、
大
川
狩
に
よ
っ
て
錦に

し

織
こ
お
り

（
八
百

津
町
）
ま
で
流
さ
れ
、
そ
こ
で
筏
に
組
ん
で
下
流
に
運

ば
れ
ま
し
た
。
京
都
へ
運
ぶ
場
合
に
は
墨
俣
か
ら
揖
斐

川
に
入
り
、
垂
井
付
近
ま
で
遡
上
し
、
陸
路
（
東
山
道
）

を
琵
琶
湖
ま
で
運
び
、
再
び
水
路
で
京
都
を
目
指
し
ま

し
た
。
鎌
倉
へ
は
桑
名
か
ら
伊
勢
大
湊
を
経
て
、
海
路

で
鎌
倉
ま
で
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

材
木
は
、
荷
主
の
都
合
だ
け
で
運
べ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
谷
狩
で
は
、
材
木
を
流
す
た
め
に
、
水

を
せ
き
止
め
た
り
、
農
業
用
水
の
堰
堤
な
ど
の
施
設
を

壊
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
円
滑
な
川
狩
の
実

施
の
た
め
に
は
、
沿
線
の
利
害
関
係
者
と
の
交
渉
や
労

働
力
の
動
員
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
広
域
で
の
調

整
が
で
き
る
の
は
、
在
地
の
武
家
領
主
以
外
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

次
章
で
は
遠
山
荘
の
武
家
領
主
遠
山
氏
と
木
材
流
通

と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

三
．
妙
心
寺
中
興
と
遠
山
明
知
氏

嘉か

吉き
つ

三
（
一
四
四
三
）
年
、
京
都
妙
心
寺
の
住
持
日に

っ

峯ぽ
う

宗そ
う

舜し
ゅ
ん

は
、
瑞
泉
寺
（
犬
山
市
）
に
次
の
よ
う
な
書
状

を
送
り
ま
し
た
（
「
汾
陽
寺
文
書
」
）
。

　
玄
蔵
侍
者
、
八
月
廿
日
行
脚
し
お
わ
ん
ぬ

態
と
状
を
進
め
し
め
候
、
よ
っ
て
遠
山
の
明
知
方
よ

り
申
さ
れ
候
、
公
方
よ
り
材
木
の
事
に
つ
い
て
、
奉

行
人
下
せ
ら
る
と
申
し
候
、
観
勝
寺
の
奥
坊
と
申
す

人
に
て
候
、
そ
の
辺
に
宿
坊
あ
る
べ
く
候
、
不
断
に

瑞
泉
寺
へ
参
る
べ
し
の
由
申
し
談
ぜ
ら
れ
候
て
、
こ

の
方
へ
申
せ
ら
れ
候
間
、
こ
の
趣
を
御
心
得
候
て
、

皆
々
山
中
の
僧
衆
等
閑
な
く
候
は
、
然
る
べ
く
候
、

殊
更
大
方
殿
よ
り
、
御
造
営
の
た
め
仰
せ
付
け
ら
れ

候
、
明
知
方
承
り
候
て
、
か
よ
う
に
申
せ
ら
れ
候
、

相
構
て
相
構
て
、
よ
く
よ
く
御
心
得
候
て
、
山
中
僧

衆
に
伝
え
語
り
あ
る
べ
く
候
、
委
細
事
共
、
書
記
伝

え
語
る
べ
く
候
事
に
候
、
不
宣

九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
舜
（
花
押
）

青
龍
看
丈 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井出ノ小路山の北西に広がる木曽ヒノキ備林（中津川市加子母）。
<提供：東濃森林管理署>

錦織の綱場跡（八百津町）。材木はここで筏に組まれた

戦国期遠山明知氏の居城明知城跡（恵那市明智町）
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同
じ
く
約
四
キ
ロ
と
、
い
ず
れ
も
至
近
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
遠
山
苗
木
氏
の
館
は
、
室
町
期
に
は
中

津
川
市
福
岡
植
苗
木
の
片
岡
寺
跡
（
市
史
跡
）
に
あ
り

ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
半
ば
の
天
文
年
間
に
高
森
、
現

在
の
苗
木
城
に
移
動
し
ま
し
た
。
本
拠
地
を
所
領
経
営

の
面
で
は
不
便
と
な
る
苗
木
郷
南
端
の
地
に
移
し
た
理

由
の
一
つ
は
、
材
木
の
流
通
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
遠
山
の
明
知
方
」
は
遠
山
明
知
景
近
（
表
１
の
「
遠

山
明
智
大
蔵
少
輔
」「
遠
山
大
蔵
少
輔
入
道
」
）
、
「
大

方
殿
」
は
日
野
重
子
（
足
利
義
教
室
）
で
す
。
幕
府

が
妙
心
寺
養
源
院
造
営
の
た
め
の
材
木
を
提
供
す
る

こ
と
と
な
り
、
景
近
は
そ
の
手
配
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
書
状
は
、
景
近
か
ら
宗
舜
へ
材
木
手
配
の

奉
行
人
と
し
て
「
観
勝
寺
奥
坊
」
を
瑞
泉
寺
へ
派
遣

す
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
旨
を
瑞
泉
寺
へ
知
ら

せ
た
も
の
で
す
。

瑞
泉
寺
は
木
曽
川
沿
い
に
あ
り
、
そ
の
対
岸
は
有
数

の
川
湊
で
あ
る
鵜
沼
で
す
。
京
都
で
必
要
な
材
木
の
た

め
に
こ
こ
に
奉
行
人
を
派
遣
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
調

達
先
が
美
濃
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
幕
府

は
、
美
濃
山
の
あ
る
遠
山
荘
の
領
主
で
あ
る
景
近
に
材

木
の
提
供
を
命
じ
、
景
近
は
領
内
か
ら
搬
出
し
た
材
木

の
妙
心
寺
へ
の
引
き
渡
し
を
鵜
沼
で
行
う
こ
と
に
し
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
．
東
山
山
荘
造
営

文
明
十
四
（
一
四
八
二
）
年
か
ら
始
ま
る
東
山
山
荘

造
営
の
用
材
も
美
濃
山
か
ら
調
達
さ
れ
ま
し
た
。
大
量

の
材
木
の
輸
送
は
円
滑
に
進
ま
ず
、
「
蜷
川
家
文
書
」（
幕

府
政
所
執
事
代
蜷
川
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
）
に
は
こ

れ
に
関
わ
る
文
書
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
文
明
十
四
（
一
四
八
二
）
年
六
月
に
幕
府
政

所
執
事
代
蜷
川
親
元
か
ら
美
濃
守
護
土
岐
氏
奉
行
人
斎

藤
越
後
守
に
充
て
た
書
状
案
が
あ
り
ま
す
。
美
濃
国
内

で
の
材
木
輸
送
の
便
宜
を
求
め
た
も
の
で
す
が
、
こ
の

中
で
「
御
急
用
の
間
、
遠
山
□
□
□
御
材
木
事
、
廻
し

被
る
了
簡
、
御
運
送
あ
る
べ
し
の
由
に
候
」
と
述
べ
て

お
り
、
幕
府
が
遠
山
領
内
に
あ
る
材
木
の
ス
ト
ッ
ク
の

搬
出
を
命
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
九
月
付
け
の
美

濃
材
木
途
次
滞
留
注
文
案
は
、
山
荘
造
営
の
番
匠
（
大

工
棟
梁
）
が
鵜
沼
湊
ま
で
出
張
し
て
、
木
曽
川
の
川
湊

や
東
山
道
の
宿
駅
に
滞
留
し
て
い
る
材
木
の
明
細
を
書

き
上
げ
た
報
告
書
で
す
が
、
末
尾
に
「
此
外
遠
山
領
内

に
相
残
る
材
木
こ
れ
在
り
、
御
持
仏
堂
壇
上
御
亭
御
用

木
に
相
定
め
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
」
と
あ
り
ま
す
。

伐
採
し
た
材
木
は
適
宜
搬
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

遠
山
領
内
で
用
途
別
に
集
積
保
管
さ
れ
、
求
め
に
応
じ

て
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
と
き
の
遠
山
氏
の
当
主
は
、
前
述
の
明
知
氏
は

加
藤
左
衛
門
尉
元
景
、
美
濃
山
の
あ
る
苗
木
郷
は
左
京

亮
政
景
で
し
た
。
名
前
の
一
文
字
は
元
景
は
管
領
細
川

氏
、
政
景
は
将
軍
足
利
義
政
の
偏へ

ん

諱き

で
、
一
族
の
中
で

も
幕
府
と
の
結
び
付
き
が
特
に
強
か
っ
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。
奉
公
衆
は
武
力
だ
け
で
な
く
家
業
に
よ
っ
て
将

軍
に
奉
仕
し
て
お
り
、
東
山
山
荘
造
営
で
は
、
安
芸
国

の
奉
公
衆
小
早
川
敬
平
が
東
求
堂
造
作
な
ど
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
山
氏
も
、
優
良
な
材

木
の
管
理
と
提
供
に
よ
っ
て
造
営
に
貢
献
し
て
い
た
の

で
す
。

五
．
お
わ
り
に

以
上
、
断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
室
町
時
代
に
美

濃
山
か
ら
多
く
の
材
木
が
京
都
や
鎌
倉
に
送
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
遠
山
氏
は
伐
採
か
ら
大
川

狩
の
開
始
ま
で
、
言
い
換
え
る
と
産
地
か
ら
の
出
荷
に

深
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
荷
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
貯

木
場
（
切
り
出
し
た
材
木
を
集
積
し
た
場
所
）
に
つ
い

て
の
史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
も
手
間
が
か
か
り

時
期
も
選
ぶ
必
要
の
あ
る
の
が
小
谷
狩
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
終
着
点
で
あ
る
木
曽
川
本
流
と
付
知
川
や
中

津
川
・
落
合
川
と
の
合
流
点
付
近
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
位
置
を
苗
木
城
か
ら
見
る
と
、
付
知
川
は
下

流
約
三
キ
ロ
、
中
津
川
は
上
流
約
一
キ
ロ
、
落
合
川
は
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岐
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草
の
井 

（
江
南
市
）

表紙写真 『フラワーパーク江南（正式名称：江南花卉園芸公園）』

　都市生活空間においてゆとりとうるおいを実感できる花と緑豊かな美しい環境を創出し、来園者が参加・体験できる公園として

設置されました。四季折々の花々や緑に囲まれた空間で、一日中楽しんでいただける公園です。

江
南
市
に
は
か
つ
て
、「
草
の
井
」、「
温
古
井
（
浅
井
）
」、「
玉
の
井
」

と
い
う
三
つ
の
由
緒
あ
る
井
戸
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
う
ち
、

草
の
井
は
大
字
草
井
の
大
野
浦
と
い
う
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

草
の
井
の
井
戸
水
は
、
い
つ
も
美
し
く
澄
ん
で
い
て
、
「
こ
の
水

を
飲
ん
で
い
れ
ば
、
病
気
に
も
か
か
ら
ず
健
康
で
あ
る
」
と
村
人
の

間
で
大
評
判
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
村
人
た
ち
は
草
の
井
を
と
て
も

大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
草
の
井
の
井
戸
ざ
ら

え
（
井
戸
の
掃
除
）
を
し
よ
う
と
、
井
戸

水
を
す
っ
か
り
く
み
出
し
て
、
中
を
せ
っ

せ
と
掃
除
し
て
い
る
と
、
三
セ
ン
チ
あ
ま

り
の
金
無
垢
の
お
地
蔵
様
が
現
れ
た
そ
う

な
。
村
人
た
ち
は
び
っ
く
り
仰
天
し
、
そ

の
お
地
蔵
様
を
「
草
の
井
地
蔵
」
と
呼
び
、

天
神
社
の
社
務
所
あ
た
り
に
あ
っ
た
地
蔵

寺
に
大
切
に
ま
つ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
年
月
が
過
ぎ
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
草
井
町
に
大

善
寺
が
で
き
た
際
、
地
蔵
寺
と
大
善
寺
が
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
、

草
の
井
地
蔵
は
大
善
寺
の
本
尊
前
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。大

善
寺
で
は
現
在
も
草
の
井
地
蔵
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
御
詠
歌
の
ひ
と
つ
に
「
青
草
の
出
水
に
あ
り
し
地
蔵
尊
、

あ
っ
た
御
神
の
作
と
こ
そ
知
れ
」
と
い
う
歌
も
あ
る
な
ど
、
村
人
た

ち
の
草
の
井
へ
の
想
い
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

出
典
：
『
江
南
市
史 

資
料
四 

文
化
編
』
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和
五
十
八
年
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船ちゃんのこぼれ話 第十六話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その４」

図1　現在
（地理院地図Vecterを加工して作成）

図５　上塗りされた水域
（名古屋法務局図面にて作成）

※図１から４には、目印としてピンク線（閘門敷）と鉄塔（現況位置）を加筆

図２　閘門周辺の公図
（名古屋法務局図面にて作成）

図３　閘門周辺の旧公図
（名古屋法務局図面にて作成）

図４　明治１７年の地籍図
（「海西郡　立田村－甲（愛知県
公文書館蔵）」を加工して作成）

鉄塔
閘門　今回の調査にあたり、まず法務局にて公図（土地台帳附属地図）

を取得しましたが、閘門エリアは、ただの真っ白なエリア（一般的

には、白地：無番地の国有地）（図2）で情報が得られなかったため

明治時代まで遡って調べてみました。

　まず、公図のルーツとなる明治17（1884）年の地籍図（図4）を

見てみると、区画毎に地番が振られた土地です。次の時代となる旧

公図（図3：明治22（1889）年～昭和終わり頃まで公図として使

用）では、閘門が設置された場所は、上から和紙を貼り「閘門敷」と

上書きされ、閘門の東側の木曽川となった場所は、水色（図５の赤

色の右側）に上塗りされたりと土地の変化が読み取れます。

　旧公図では、里道とよばれる道は赤、国有河川は青など色付けが

されていました。現在の公図は、旧公図をマイラー化（和紙をフィ

ルム素材へ複製）したものなのですが、その際に色は反映されませ

んでした（図3→図2）。

　これらの公図と登記簿を合わせ見ると、閘門エリアは、立田村立

田大字十六石山（現：立田町十六石）の明治24（1891）年・明治

32（1899）年・明治39 ～ 40（1906 ～ 1907）年に収用され

た複数地番で構成されていて、現在も登記されているものの、公図

上では白地化しているという状況でした。

　いよいよ本題の住所ですが、公図上では無番地状態ですので、こ

のタイプの表記法（船ちゃんこぼれ話13話参照）の中から、隣接地

使用の「福原地先」が選ばれ、その地先を省略した「愛西市立田町福

原」という表記に落ち着いたということのようです。


